
Impact

ありたい姿 どう変わる

長期
（9年）

中期
(3～6年)

Outcome

（9年）

想定される外的要因

Activity/Output

何をする

分野⑦ 地域社会、支え合い（共助・互助）

ゆるやかなつ
ながりと、感
謝が循環する
お互い様文化
で、住民同士
で日常生活の
基盤を作り、
困りごとに動
いていけるま
ち

②困っている人や助けてを
拾える相談窓口、通報・連
絡先などが共有される

“助けて”を拾い、つなげる
仕組みが構築されている

話や相談などから堅苦しく
なく話し合えるようになる

お互いさま
の文化（信
頼関係や結
びつきで共
助・互助）
が醸成され
る

初期
(すぐ～1・2年)

①身近な生活の中で、異な
る世代などと知り合う機会
がある

話し合い、意思決定・準備
に参画する年代・人が増え
る

自治会活動等を通じて、信
頼関係や結びつきが強くな
る

自治組織内
での催事や、
困りごとや、
将来の心配
事に備える

③話し合いの場ができる

③活動に参加・協力する人
が増える

地区や行政
区としての
優先課題が
共有、検討
される

④関係組織と調整や情報
を効率よく共有できる自主防災、防犯、衛生、福

祉連携など行政だけで充足
できない公共が認識される ④他地区、他地域の状況

を知ることができる
地区や行政区の将来につい
て、考える機会がある

困りごとや優先事項が洗い
出される

コミュニティ
活動

多世代交流

地域内
・行政連携

見守り、
家庭介護等
重層支援

【参考】主観指標：
近所の方に感謝することが多い
と感じる市民の割合

【資料１】
今後WS実施予定のため微修正のみ
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